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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】CATVシステム伝送路に接続される線路機器のレ
ベル設定を自動的に行うことができるようにした。
【解決手段】線路機器の機器特性を調整して、上り信号
と下り信号の双方又は一方の信号（入／出力信号）のレ
ベルを設定する方法であり、線路機器がレベル設定可能
な電子制御部とレベル設定回路を備え、前記線路機器に
接続された管理端末器から設定値を線路機器へ送信し、
その設定値を受信した線路機器の電子制御部がその設定
値に基づいてレベル設定回路を自動調整することにより
、線路機器の入／出力レベルの設定を自動的に行うよう
にした。この場合、管理端末器により、線路機器のレベ
ル設定回路の他に、線路機器内の他の設定回路の設定又
は／及びステータスモニターのアドレス設定及び線路機
器に送信した設定データの保存、管理も行うこともでき
るようにした。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　線路機器の機器特性を調整して、上り信号と下り信号の双方又は一方の信号（入／出力
信号）のレベルを設定する方法において、線路機器がレベル設定可能な電子制御部とレベ
ル設定回路を備え、前記線路機器に接続された管理端末器から設定値を線路機器へ送信し
、その設定値を受信した線路機器の電子制御部がその設定値に基づいてレベル設定回路を
自動調整することにより、線路機器の入／出力レベルの設定を自動的に行うことを特徴と
するCATVシステム用線路機器のレベル設定方法。
【請求項２】
　請求項１記載のCATVシステム用線路機器のレベル設定方法において、管理端末器により
、線路機器のレベル設定回路の他に、線路機器内の他の設定回路の設定又は／及びステー
タスモニターのアドレス設定及び線路機器に送信した設定データの保存、管理も行うこと
もできることを特徴とするCATVシステム用線路機器のレベル設定方法。
【請求項３】
　線路機器がレベル設定可能な電子制御部と、機器特性を電子的に調整可能なレベル設定
回路を備え、前記電子制御部は、線路機器に接続された管理端末器により制御され、前記
レベル設定回路は前記管理端末器により電子制御部を制御することにより自動調整されて
、線路機器のレベル設定が自動的に行われるようにしたことを特徴とするCATVシステム用
線路機器。
【請求項４】
　線路機器がレベル設定可能な電子制御部と、機器特性を電子的に調整可能なレベル設定
回路を備え、前記線路機器に管理端末器が接続され、管理端末器は前記電子制御部を制御
可能であり、前記レベル設定回路は、前記電子制御部が前記管理端末器から送信される設
定レベルに基づいて制御されると機器特性が自動調整されて、線路機器のレベル設定が自
動的に行われるようにしたことを特徴とするCATVシステム用線路機器のレベル設定装置。
【請求項５】
　請求項４記載のCATVシステム用線路機器のレベル設定装置において、管理端末器が入／
出力レベルの設定の他に、線路機器内のレベル設定回路以外の設定回路の設定又は／及び
線路機器内のステータスモニターのアドレス設定と、線路機器に送信した設定データの保
存、管理も行うことがきることを特徴とするCATVシステム用線路機器のレベル設定装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はCATVシステム用伝送路に挿入される線路機器、例えば、光ノード、幹線増幅器
（TA）、幹線分岐増幅器（TBA）、幹線分配増幅器（TDA）、延長増幅器（EA）等の、上り
信号と下り信号の双方又はいずれか一方の信号のレベルの設定方法と、そのレベル設定可
能なCATVシステム用線路機器と、その線路機器のレベル設定装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来のCATVシステム用線路機器は、利得、減衰量、周波数特性等（以下「機器特性」と
いう。）が固定されているため、上り信号と下り信号の入／出力レベルを前記機器特性に
応じてシステム設計してCATVシステムを構築していた。そのため次のような難点があった
。
　１．同一メーカー品であっても線路機器群が異なると入／出力レベルが異なり、線路機
器が同一でも他メーカーの線路機器では入／出力レベルが異なることから、一旦、CATVシ
ステム用伝送路の設計を行ってCATVシステムを構築すると、その後は容易にシステム変更
ができなかった。また、新たな機種を採用することも入／出力レベルが異なり難しかった
。
　２．線路機器の故障や不具合の発生により線路機器を交換する必要が生じても、線路機
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器の交換ができず対応が困難になる。この場合、敷設中の線路機器と同一入／出力レベル
の線路機器を在庫しておくことが考えられるが、線路機器には前記のように多種類の機器
があるため、それら線路機器を在庫すると膨大な数量になり、広い保管場所が必要になり
、管理が面倒である。また、製造メーカーで後継機種の生産を行っていない場合などは、
交換する線路機器が存在せず、CATVシステムに大きな問題となる。
【０００３】
　前記難点を解決するため、図３の構成のCATVシステム用線路機器が開発されている。図
３の線路機器は次のような構成になっている。
　下り入力／上り出力端子（下り入力信号及び上り出力信号を外部と接続する端子）１と
下り出力／上り入力端子（下り出力信号及び上り入力信号を外部と接続する端子）１４の
間に、下り／上り分波フィルター（下り信号と上り信号を分波するフィルター）２、下り
入力レベル調整減衰器（下り信号到達レベルを調整する減衰器：プラグイン方式や電子可
変式のATT等）３ａ、下り入力レベル調整等価器（下り信号到達レベルを調整する調整回
路：プラグイン方式の調整回路やスロープ回路等）３ｂ、下り初段増幅器（下り信号を増
幅する回路：IC等）４、TWIST GC（同軸ケーブルなどの温度変化による減衰量変化を吸収
する回路）５、下り入力レベル設定減衰器（下り信号入力レベルを任意に変更することが
できる減衰回路：プラグイン方式や電子可変式のATT等）６、分岐器（AGC回路に信号を分
岐する回路）７、検波フィルター（分岐された信号からAGCパイロット信号を取り出す回
路：バンドパスフィルター等）８、AGC検波器（AGCパイロット信号を検波する回路：IC等
）９、分岐器（下りステータス信号を分岐する回路）１０、下り出力レベル設定減衰器（
下り出力レベルを任意に変更することができる減衰器：プラグイン方式や電子可変式のAT
T等）１１、下り最終段増幅器（下り信号を増幅する回路：IC等）１２、下り／上り分波
フィルター（下り信号と上り信号を分波するフィルター）１３、上り入力レベル設定減衰
器（上り信号入力レベルを任意に変更することができる減衰器：プラグイン方式や電子可
変式のATT等）１５、上り初段増幅器（上り信号を増幅する回路：ICなど）１６、混合器
（上りステータス信号を混合する回路）１７、上り最終段増幅器（上り信号を増幅する回
路：ICなど）１８、上り出力レベル調整減衰器（上り信号のセンター到達レベルを調整す
る減衰器：プラグイン方式や電子可変式のATT等）１９ａ、上り出力レベル調整等価器（
上り信号のセンター到達レベルを調整する回路：プラグイン方式の調整回路やスロープ回
路等）１９ｂ、ステータスモニター（STM）２０が挿入（接続）されている。
【０００４】
　図３の線路機器は次のような利点がある。
　１．図３の下り入力レベル設定減衰器６を任意の値に変更することで下り入力レベルの
設定を変更できるため、入力レベルの異なる機種に対応することができる。
　２．図３の下り出力レベル設定減衰器１１を任意の値に変更することで出力レベルを変
更できるため、出力レベルを異なる機種に対応させることができる上、必要以上の出力レ
ベルを下げることでCSO（複合２次歪）、CTB（複合３次歪）を改善することもできる。
　３．図３の上り入力レベル設定減衰器１５を任意の値に変更することで上り入力レベル
の設定を変更できるため、入力レベルの異なる機種に対応することができる。
　４．前記１～３のように対応することで線路機器の種類を低減することができ、保守用
在庫の機種を減らすことができる。
　５．自由度が高く、色々な機器に対応することができる。
【０００５】
　CATV用線路機器として、特許文献１の発明もある。これは出力レベル調整機能を備えな
いCATV用線路機器（増幅器）において、減衰器を使用して適切な出力レベルを確保できる
ようにしたものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００２－３００５５２
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　図３の線路機器は次のような課題がある。
　１．図３の下り入力レベル設定減衰器６、下り出力レベル設定減衰器１１、上り入力レ
ベル設定減衰器１５はオプションで別売品になっている線路機器が多くあり、そのため様
々な入／出力レベル設定に変更する際に交換作業やコストがかかってしまう。
　２．入／出力レベルを設定する際に、レベル設定回路の値をシステム毎に計算する必要
があり、計算が面倒である。
　３．入／出力レベルを一台ずつ手動で設定する必要があり、設定操作が面倒である。
　４．夫々の線路機器の設定出力レベルが異なるため、線路機器の数が多くなると、夫々
の線路機器に設定した出力レベルの記録や管理が困難である。
　５．入／出力レベルの設定（仕様）が、CATV事業者（例えば、CATVシステム運用会社）
ごとに異なるため、線路機器メーカーでは、製造した線路機器の入／出力レベルをCATV事
業者の仕様に合わせて設定しなければならず、その設定作業が面倒であり、機種別の管理
も面倒である。
【０００８】
　特許文献１は、信号入力端子と信号出力端子間に信号レベルを調整できる信号減衰器を
設けたものであるが、信号減衰器の減衰量を手動操作で調整するものであり、自動的に調
整できるものではない。
【０００９】
　本発明は、自動的にレベル設定可能として前記従来技術の線路を解決でき、更にはレベ
ル設定後の機器の保守管理も容易にすることにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明はCATVシステム用伝送路に接続されるCATVシステム用線路機器（以下単に「線路
機器」という。）のレベル設定に関するものであり、特に、線路機器の機器特性を工場か
ら出荷される前に、或いはCATV施設に敷設する前に調整して、それら線路機器を通して上
り信号と下り信号の双方又は一方の信号のレベルを設定するのに適するレベル設定方法、
レベル設定可能な線路機器及びレベル設定装置を提供することにある。
【００１１】
　本発明のCATVシステム用線路機器のレベル設定方法は、線路機器の機器特性を調整して
、上り信号と下り信号の双方又は一方の信号（入／出力信号）のレベルを設定する方法に
おいて、線路機器がレベル設定可能な電子制御部とレベル設定回路を備え、前記線路機器
に接続された管理端末器から設定値を線路機器へ送信し、その設定値を受信した線路機器
の電子制御部がその設定値に基づいてレベル設定回路を自動調整することにより、線路機
器の入／出力レベルの設定を自動的に行うものである。
【００１２】
　本発明のCATVシステム用線路機器のレベル設定方法では、前記レベル設定方法において
、管理端末器により、線路機器のレベル設定回路の他に、線路機器内の他の設定回路の設
定又は／及びステータスモニターのアドレス設定及び線路機器に送信した設定データの保
存、管理も行うこともできる。
【００１３】
　本発明のCATVシステム用線路機器は、線路機器がレベル設定可能な電子制御部と、機器
特性を電子的に調整可能なレベル設定回路を備え、前記電子制御部は、線路機器に接続さ
れた管理端末器により制御され、前記レベル設定回路は前記管理端末器により電子制御部
を制御することにより自動調整されて、線路機器のレベル設定が自動的に行われるように
したものである。
【００１４】
　本発明のCATVシステム用線路機器のレベル設定装置は、線路機器がレベル設定可能な電
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子制御部と、機器特性を電子的に調整可能なレベル設定回路を備え、前記線路機器に管理
端末器が接続され、管理端末器は前記電子制御部を制御可能であり、前記レベル設定回路
は、前記電子制御部が前記管理端末器から送信される設定レベルに基づいて制御されると
機器特性が自動調整されて、線路機器のレベル設定が自動的に行われるようにしたもので
ある。
【００１５】
　本発明のCATVシステム用線路機器のレベル設定装置は、前記レベル設定装置において、
管理端末器が入／出力レベルの設定の他に、線路機器内のレベル設定回路以外の設定回路
の設定又は／及び線路機器内のステータスモニターのアドレス設定と、線路機器に送信し
た設定データの保存、管理も行うことができるものである。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明のCATVシステム用線路機器のレベル設定方法は次のような効果がある。
　１．管理端末器から線路機器にレベル設定値を出力すると、線路機器の入／出力レベル
が自動的に設定されるため、設定時間が短縮され、設定する人による誤設定がなくなる。
　２．管理端末器で、線路機器に出力したレベル設定値（データ）の保管ができるため、
機器の管理が容易である。
　３．線路機器内の他の設定回路の設定もできるため、線路機器の各種設定を自動的に行
うことができる。
　４．ステータスモニターのアドレス設定もできるので、伝送線路への敷設後の線路機器
の保守や管理が容易になる。
【００１７】
　本発明のCATVシステム用線路機器は次のような効果がある。
　１．線路機器がレベル設定可能な電子制御部と、少なくとも機器特性を電子的に調整可
能なレベル設定回路を備えているので、線路機器に接続される管理端末器により電子制御
部を制御して、レベル設定回路の機器特性を自動調整すれば、線路機器のレベル設定が自
動的に行われ、作業員の削減、調整作業の軽減、迅速化、調整精度の向上等が実現される
。
【００１８】
　本発明のCATVシステム用線路機器のレベル設定装置は次のような効果がある。
　１．線路機器がレベル設定可能な電子制御部と、少なくとも利得、周波数特性を電子的
に調整可能なレベル設定回路を備え、線路機器に接続される管理端末器が前記電子制御部
を制御して設定回路を制御することができるので、線路機器のレベル設定が容易にできる
。
　２．管理端末器により、線路機器内のレベル設定回路以外の回路の設定や線路機器内の
ステータスモニターのアドレス設定を行うことも、線路機器に設定したデータの保存、管
理も行うこともできるので、本発明のレベル設定装置で線路機器のレベル設定、アドレス
設定を行っておけば、CATVシステムに敷設後の線路機器の保守、管理が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明のCATVシステム用線路機器のレベル設定装置の管理端末器と線路機器の接
続説明図。
【図２】本発明のCATVシステム用線路機器の一例を示す説明図。
【図３】従来のCATVシステム用線路機器の説明図。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　本発明のCATVシステム用線路機器のレベル設定方法と、CATVシステム用線路機器と、CA
TVシステム用線路機器のレベル設定装置の一例を図面に基づいて以下に説明する。
【００２１】
　本発明のCATVシステム用線路機器のレベル設定方法は、図１と図２に示すようにCATVシ
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ステム用の線路機器Ａに、管理端末器Ｂ、例えばパソコン（PC）を接続し、その管理端末
器Ｂで線路機器Ａ内の電子制御部２１、例えばマイコン等を制御し、その電子制御部２１
により線路機器Ａのレベル設定回路２４を操作（制御）して線路機器Ａの機器特性を自動
的に調整するようにしてある。また、管理端末器Ｂは現場事務所やCATV事業者内で線路機
器Ａに接続して使用することで、レベル設定をする作業員が線路機器の現場敷設時や、線
路機器の敷設前に使用することもできる。
【００２２】
　線路機器Ａの一例を図２に示す。図２に示す線路機器Ａは図３の線路機器Ａと同様に、
下り入力／上り出力端子（下り入力信号及び上り出力信号を外部と接続する端子）１と下
り出力／上り入力端子（下り出力信号及び上り入力信号を外部と接続する端子）１４の間
に、下り／上り分波フィルター（下り信号と上り信号を分波するフィルター）２、下り入
力レベル調整減衰器（下り信号到達レベルを調整する減衰器：電子可変式のATT等）３ａ
、下り入力レベル調整等価器（下り信号到達レベルを調整する調整回路：電子可変式の等
価器やスロープ回路等）３ｂ、下り初段増幅器（下り信号を増幅する回路：IC等）４、TW
lST GC（同軸ケーブルなどの温度変化による減衰量変化を吸収する回路）５、下り入力レ
ベル設定減衰器（下り信号入力レベルを任意に変更することができる調整回路：電子可変
式のATT等）６、分岐器（AGC回路に信号を分岐する回路）７、検波フィルター（分岐され
た信号からAGCパイロット信号を取り出す回路：バンドパスフィルター等）８、AGC検波器
（AGCパイロット信号を検波する回路：IC等）９、分岐器（下りステータス信号を分岐す
る回路）１０、下り出力レベル設定減衰器（下り出力レベルを任意に変更することができ
る減衰器：電子可変式のATT等）１１ａ、下り最終段増幅器（下り信号を増幅する回路：I
C等）１２、下り／上り分波フィルター（下り信号と上り信号を分波するフィルター）１
３、上り入力レベル設定減衰器（上り信号入力レベルを任意に変更することができる減衰
器：電子可変式のATT等）１５、上り初段増幅器（上り信号を増幅する回路：IC等）１６
、混合器（上りステータス信号を混合する回路）１７、上り最終段増幅器（上り信号を増
幅する回路：IC等）１８、上り出力レベル調整減衰器（上り信号のセンター到達レベルを
調整する調整減衰器：電子可変式のATT等）１９ａ、上り出力レベル調整等価器（上り信
号のセンター到達レベルを調整する調整等価器：電子可変式の等価器やスロープ回路等）
１９ｂ、ステータスモニター（STM）２０を備えている。
【００２３】
　図２の線路機器Ａは前記部品や回路等の他に、下り出力レベル設定等価器１１ｂ、電子
制御部（例えば、マイコン）２１、その他の設定回路２２が設けられている。その他の設
定回路２２としては、例えば流合雑音検出回路、流合雑音を遮断或いは通過させるゲート
を開閉制御するゲート制御回路、上り帯域切り替え回路等がある。電子制御部２１には管
理端末機Ｂを接続（連結）可能な端末機接続端子２３が設けられている。
【００２４】
　管理端末器Ｂは線路機器Ａの電子制御部２１に下り／上りの入力レベル、出力レベル、
チルト量などを出力することで、線路機器Ａのレベル設定回路２４（下り入力レベル設定
減衰器６、下り出力レベル設定減衰器１１ａ、下り出力レベル設定等価器１１ｂ、上り入
力レベル設定減衰器１５）の下り／上りの入力レベル、出力レベル、チルト量などの設定
を自動的に行わせることができ、設定値の保存、管理等も行うことができるようにしてあ
る。
【００２５】
　管理端末器Ｂには前記下り／上りの入力レベル、出力レベル、チルト量などを指定でき
るようにするため、それら利得、チルト量等の標準設定値をはじめとして、それらの設定
に必要な各種データが登録されており、登録してある機器設定などを選択することで、設
定値を一々入力せずに線路機器Ａのレベル設定を行うことができる。また、任意のレベル
設定も登録できる。
【００２６】
　前記線路機器Ａは前記下り／上りの入力レベル、出力レベル、チルト量などの設定の他
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に、ステータスモニターセンターソフトの監視アドレスや線路機器Ａの他の設定回路２２
の状態等も同時に設定することができるようにしてある。
【符号の説明】
【００２７】
　　１　下り入力／上り出力端子
　　２　上り／下り分波フィルター
　　３ａ　下り入力レベル調整減衰器
　　３ｂ　下り入力レベル調整等価器
　　４　下り初段増幅器
　　５　TWIST GC
　　６　下り入力レベル設定減衰器
　　７　分岐器
　　８　検波フィルター
　　９　AGC検波器
　１０　分岐器
　１１、１１ａ　下り出力レベル設定減衰器
　１１ｂ　下り出力レベル設定等価器
　１２　下り最終段増幅器
　１３　上り／下り分波フィルター
　１４　下り出力／上り入力端子
　１５　上り入力レベル設定減衰器
　１６　上り増幅器
　１７　混合器
　１８　上り増幅器
　１９ａ　上り出力レベル調整減衰器
　１９ｂ　上り出力レベル調整等価器
　２０　ステータスモニター（STM）
　２１　電子制御部（マイコン）
　２２　その他の設定回路
　２３　端末機接続端子
　２４　レベル設定回路
　　Ａ　線路機器
　　Ｂ　管理端末器
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